
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                

 
自転車シェアリングとは 

 

自転車シェアリングは複数のサイクルポートにおいて自転車を

自由に貸出・返却できるサービスで、借りたサイクルポートとは異

なるサイクルポートに自転車を返却することができます。東京都内

では令和６年３月末現在 22 区 17 市で導入されています。 

 サイクルポートは、駅、公園、歩道上、店舗の前、マンション、

公開空地など多くの場所に設置されています。 

 

 

※国土交通省資料を基に作成 

■駅（有楽町駅）前のポート 

 

■公開空地（小田急サザンタワー）

のポート 
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検 索東京都環境局 自転車シェアリング

詳しくは東京都環境局HP でCheck!

自転車をいつでも、手軽に利用できるサービスです 

自転車シェアリングを 

利活用してみませんか。 

 ～区市町村のメリット～ 



 
自転車シェアリングの普及状況 

■自転車シェアリングの導入状況 

自転車シェアリングは、令和４年度末時点で全国 297 の都市で本格導入されています。観光戦略、公共交通機能

補完、地域の活性化、環境負荷の軽減など様々な目的から導入されています。 

東京都内では、令和６年３月末現在 22 区 17 市で自転車シェアリング事業を実施しています。 

■都内での導入状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自転車シェアリングの利用状況 

 大手事業者のひとつであるドコモ・バイクシェアのサービス（16 区内の広域相互利用）の利用状況の推移をみ

ると、利用回数（右軸）は右肩上がりに増加し続けています。 

自転車シェアリング利用目的としては、「買い物・私事」「観光・レジャー」「通勤・通学」といった目的が多く

なっています。 

■広域相互利用における利用回数・ポート数の推移 

（参考例：ドコモ・バイクシェア※） 

 

出典：東京都環境局データ 

※2024 年 3 月現在 16区にて広域相互利用を実施 
 

※これ以外に運営事業者が独自にポートを設置している場合があ



 
自治体（地域）としてのメリット  

                     

✓市民等の移動範囲の拡大が図られ、まちの活性化に繋がります。 

自転車シェアリングは効率的な移動が可能であるため、

利用者の行動範囲の拡大や外出機会の増加、まちなかでの

滞在時間拡大など、まちの活性化につながる交通手段と言

えます。 

■自転車シェアリング利用後の行動変容（抜粋） 

 

出典：東京都環境局 WEB モニター調査結果（令和５年 12 月実施） 

          

✓公共交通の二次交通として活用できます。 

自転車シェアリングの利用実態をみると、駅近隣のポー

トの利用が多い傾向となっており、多くの利用者が自宅か

ら駅まで、駅から目的地までのラストワンマイルを担う交

通手段として利用していることが伺えます。 

 

          

✓放置自転車対策につながります。 

利用者に行ったアンケート調査では、１割の利用者が、

「違法駐輪をしなくなった」と回答しました。埼玉県朝霞

市では駅前にサイクルポートを設置したことにより、自転

車が整然と並び、駅前を中心に放置自転車の台数が大きく

減少しています。 

 

 

 

 

 

提供：朝霞市都市建設部まちづくり推進課  

          

✓ＣＯ２削減につながります。 

自転車シェアリング利用者の１割が自動車から転換して

いると回答しています。 

 自転車は環境に優しい交通手段であるため、自動車から

自転車シェアリングへの転換は、気候変動対策に貢献する

施策となります。 

■転換前の交通手段 

 

出典：東京都環境局 WEB モニター調査結果（令和５年 12 月実施） 
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✓日々の業務活動でも利用することができます。 

 自転車は移動距離５ｋｍまでは他の交通手段と比べ利便

性の高い交通手段と言われており、短時間の移動を安価で

できる自転車シェアリングは、限られた地域内の移動に適

した交通手段と言えます。 

 

 千葉市では、職員が業務における地域内での移動に活用

するため、自転車シェアリング事業者と法人契約を行ってお

り、多くの業務利用がされています。 

■自転車利用の時間的利便性 

 

          

■その他のメリット 

■自転車シェアリングの利用データによる分析 

自転車シェアリングの利用データは、自転車の利用実態を把握することができる、貴重なデータです。 

自転車シェアリングの走行データを収集・分析し、利用経路／時間帯といった利用実態などから利用者ニーズを把

握することで、自転車通行空間や経路探索などのサービス水準の向上のほか、まちづくり計画や自転車に関する計画、

交通計画などといった地域の計画体系への活用や、教育や健康増進などの様々なシーンにおいて活用ができる可能

性があります。 

出典：国土交通省「自転車シェアリング事業の導入・運営のためのガイドライン」 

                         

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

様々な効果が期待できる自転車シェアリングを利活用してみませんか。 
                     


